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 会長報告                 会長：大原浩行 

�� 皆さんこんにちは。少

し前まで朝目覚めると窓の

外では「チュンチュン」とう

るさいほど雀の鳴き声が聞

こえ「今日は天気なんだな」

と思っていました。先日目

が覚めてふと気づくと外は

天気なのに雀の鳴き声が

全く聞こえないのに気づきネットで少し調べてみました。驚

いたことにこの２０年で約 1/5 に減少しているみたいです。

昼間庭をみても前は水盤のところにたくさんの雀が水を飲

んだり水浴びをしていましたが全くいなくなってしまいました。

原因はいくつか考えられるそうです。①家の造りが洋風化

し瓦の間とか隙間が無くなってきている。②農薬により餌と

なる害虫がいなくなっている。③コンバインの普及により稲

刈り後の落穂がなくなり冬前の栄養補給が難しくなってい

る等が考えられるそうです。１９５０年代の中国で毛沢東

が「雀１匹で年間 4K の米を食べる」ということで国を挙げ

て雀駆除に動き１億羽を捕獲したそうです。しかし次の年

にイナゴ、バッタの大量発生により田んぼを食い荒らされ

ほとんど米が取れない事態いになってしまったそうです。

そこで慌ててソ連より２４万羽の雀を輸入し放鳥したそうで

す。自然の仕組みとはうまく出来ていて人為的に調整す

るとろくなことにならないという見本のようなものですね。米

農家を自称する川上会員で

すが去年はカメムシが大量

発生して採れた米が売り物

にならなかったとお聞きしま

した。雀減少の影響がすで

に出てきているのでしょう

か？よく注視して見ていか

なければと思っております。  

 幹事報告                    幹事：川上勉 

❖会員オリエンテーションのアンケート結果が届きましたの

で送信します。 
❖2025.03.15（土）.ホテル日航つくばにて次年度の地区

補助金管理セミナーが開催されます。 

❖2 月 23 日米山記念奨学生・新春の集いを開催します 

ロータリアン\10,000 円 米山奨学生 無料 Ｌ‘AUBE 

❖１月はクラブ請求書に基づき RI に人頭分担金を支払う

必要があります。一人当たり 6,162 円です。 

❖クラブのバナーへの紹介記事依頼が来ています。果た

して何だったのでしょう? 龍ケ崎の竜には関係ありそうで

すが、そろそろ新デザインも考える時期ではないでしょうか。 

❖令和 6 年度米山記念奨学会の普通寄付領収書発行

申請のお願いが来ております。 

❖今年 2025.04.15 火曜日「地区大会記念ゴルフ大会」

大洗ゴルフ倶楽部で開催される予定です。 

会費 8,000 円 

 

第 1234 例会報告（2025.01.31） 
点  鐘 会長 大原浩行 

国歌斉唱・R ソング 手に手つないで 

本日のプログラム ロータリアンの３大義務 海老原会員 

ゲスト ・ ビジター  

職業奉仕月間 

■出席状況 

会 員   12 名 
出席率 100.00% 

出 席 者   8 名 

WEB出席   1 名 Make-up 3 名 

定款第10条(第6-7節除く) 伊藤・堀越・鈴木会員 

■ニコニコボックス 

目標額 (本年度) 400,000 円 

実績額 本日/累計 12,000円 240,000円 

■MESSAGE 

大原会員 １年で一番寒い時期です。体に気を付け

てください。 

川上会員 抜粋のつづり自費出版です。読んで下さ

い。 

海老原会員 今日は何の日：１月31日は愛妻の日 

１月の１を“Ｉ”に見立て、 

「あいの(Ｉ) さい(31)の語呂合わせから 

長友会員 なし 

信嶋会員 諸事、原理、原則で考えたい 

横山会員 暖かい季節が恋しいです！ 

例会の欠席は、水曜日 AM 10:00 までに川上幹事 
TEL 090-3497-0383 に連絡して下さい。≫ 

【通常例会 02.21】 

新会員卓話 

信嶋・中村・堀越会員 

クラブ会員増強委員会 

【通常例会 02.08】 

Intercity・Meeting 

久保田春康AG 

会場：結婚式場アルシェ 

 

本日のプログラム  

 
次回のプログラム 

 

会  長：大原浩行  幹 事：川上 勉   連絡先：ＴＥＬ 0297-64-3956   ＦＡＸ 0297-64-3978  http://rcrc.web5.jp 

事務所：〒301-0824茨城県龍ケ崎市下町 2842   例会場：〒301-0857茨城県龍ケ崎市泉町 1592-77  ザ･ゴルフクラブ竜ケ崎 
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本日のプログラム 

「ロータリーの基本理念･

ロータリアンの 3 大義務」
クラブ管理運営委員会：海老原 賢

①会費の納入すること・

年 会 費 （ 一 般 会 員

200,000 円）。 
 （家族会員、同事業所

の会員、公的年金を主

たる収入会員 150,000
円）

（WEB 会員 100,000 円） 
②例会に出席する。例会は、通常毎週金曜日 12：30～

13：30。祝日のある週の金曜日は、休会。理事会による

休会は、1 年 4 回まで。ただし 3 回を超えて休会は出来

ない。

少なくても月に 2 回例会を開催する。例会を都合で欠席

した場合は、メークアップをする。

例会運営等につき各ロータリークラブに大幅な柔軟性が

認められ、メークアップ期間に関しても各ロータリークラブ

が細則で別途定めることができるようになりました。 各クラ

ブが細則で定めない場合のメークアップ期間は、標準ロー

タリークラブ定款に則り、例会(または例会の定例の時)の
前後 14 日。 各クラブが細則で別途定めない場合のメー

クアップ期間は「年度内」となりました。

③ロータリーの友を購読する。

『ロータリー章典』に定められた「ロータリーの地域雑誌は、

ロータリーのあらゆる面にわたってロータリーの目的を推進

するために存在する」を順守し、編集方針を定めています。

『ロータリーの友』は日本のロータリー34 地区のロータリーク

ラブ会員のためのロータリー地域雑誌として、ＲＩの方針や

全世界のロータリアンならびにロータリークラブの活動を国

内の会員に紹介して海外のロータリー活動に対する興味

を高め、国内の地区・ロータリークラブおよび会員の活動

状況を紹介して親睦を図り、また国内外における各種ロー

タリー情報を掲載することによりロータリー精神の養成、ロ

ータリー活動の発展に寄与することを、発行の目的として

います。

『ロータリーの友』（印刷版・電子版）の基本方針、年間編

集企画などについては、毎月の一般社団法人ロータリー

の友事務所理事会が決定し、ロータリーの友委員会が監

督します。地区代表委員は、委員会への出席、毎月提出

のリポートでの『友』に対する評価・提言、委員会事業の地

区への広報、地区内のクラブの活動に関する情報の提供

などを主な任務としています。

ロータリーの目的

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理

念を奨励し、これを育むことにある。具体的には、次の各

項を奨励することにある：

第 1 知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること；

第 2 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべ

て価値あるものと認識し、社会に奉仕する機会としてロー

タリアン各自の職業を高潔なものにすること；

第 3 ロータリアン一人一人が、個人として、また事業およ

び社会生活において、日々、奉仕の理念を実践すること； 

第 4 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワー

クを通じて、国際理解、親善、平和を推進すること。

四つのテスト

ロータリアンが生活や仕事の場面で常に覚えておくべき 4
つの問い、それが「四つのテスト」です。政治や宗教に関

係なく、すべての人びとの倫理的指針となるこのテストは、

100 カ国語以上に翻訳されています。 
言行はこれに照らしてから

1.真実かどうか

2.みんなに公平か

3.好意と友情を深めるか

4.みんなのためになるかどうか

奉仕部門

私たちは、クラブ活動の土台となる 5 つの奉仕部門を通じ

て、地域社会や海外での奉仕に力を注いでいます。

•クラブ奉仕は、会員同士の関係をはぐくみ、積極的な会

員増強計画を実行して、活気あるクラブづくりを行うことで

す。

当クラブは、＊クラブ管理運営委員会（ロータリー情報・出

席、プログラム・職業奉仕）

会員増強委員会（職業分瑠・会員選考・クラブ親睦）納

涼会、親睦ゴルフ、クリスマス家族例会（上野中華料理

翠鳳、観桜会。

•職業奉仕は、すべてのロータリアンが倫理と高潔さをもっ

て仕事にあたり、職業の知識やスキルを社会のニーズ解

決のために進んで役立てることです。詳しくは、「職業奉仕

入門」と「行動規範」をご参照ください。

•社会奉仕は、すべてのロータリアンが、地域の人びとの

暮らしを豊かにし、より良い社会づくりに貢献することです。

詳しくは、「活動する地域社会：効果的なプロジェクトのた

めの指針」

当クラブは、＊奉仕プロジェクト委員会（社会奉仕・職業

奉仕・青少年奉仕・国際奉仕）

•国際奉仕は、国際的なプロジェクトでボランティア活動を

したり、海外のパートナーとの協同活動を通じて、平和と相

互理解を推進することです。

•青少年奉仕は、インターアクト、ロータリー青少年指導者

養成プログラム（RYLA）、ロータリー青少年交換などを通じ

て青少年や若い世代の社会人がリーダーシップ能力を伸

ばせるよう支援することです。

当クラブは、＊会員増強委員会（職業分類・会員選考・

会員増強・クラブ親睦委員会

＊公共イメージ委員会（クラブ会報・雑誌・広報）

＊ロータリー財団＆米山記念委員会




